
生物が形成する鉱物、例えば卵殻には鉱物の他に様々なタンパク質が含
まれており、それらのタンパク質は結晶成長の調節、結晶多形の作り分け、
抗菌作用等に関与していると考えられている。本研究では、鳥類及び爬虫
類の卵殻に含まれるタンパク質を用いて抗原抗体反応を行い、それらの系
統関係を推測する。また、スッポン卵殻の構造の決定、及びスッポン卵殻タ
ンパク質の一種であるpelovaterinの遺伝子発現を調べる。
＜卵殻タンパク質による系統推定＞
ニワトリ卵殻とスッポン卵殻からのタンパク質抽出物、及び（脊椎動物に
おいて卵殻に広く含まれている）Osteopontinの3種を抗原として抗体を作
成し、ELISA法を用いて様々な種の卵殻との反応を調べる。これらの抗原
抗体反応の結果を、鳥類及び爬虫類の系統関係に照らして考察する。3
の抗体をニワトリ及びスッポン卵殻抽出物とそれぞれ反応させた結果、ニ
ワトリ卵殻抽出物から作製した抗体（以下、ニワトリ抗体）がスッポン卵殻抽
出物との間で反応が見られた。今後はニワトリ抗体を用いてワニ類、鱗類
の卵殻タンパク質と抗原抗体反応を行う 。
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図１ ELISA法による、ニワトリ抗体と、ニワトリ及びスッポンの卵殻抽出物との反応。
＜pelovaterin遺伝子の発現解析＞
スッポンの各組織からRNAを抽出し、PCRにより pelovaterinを増幅し、各組織にお
けるpelovaterinの発現を明らかにする。
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